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 1　 Kammeier-Nebel, A., “Frauenbildung im Kaufmansmilieu spätmittelalterlicher Städte”, Kleinau, E. und Opitz, C. 






























 2　 宗教改革時代の女子教育を扱った研究として、Rutz, A., Bildung-Konfession-Geschlecht: Religiöse Mädchenbil-
dung im Rheinland （16.-18.Jahrhundert）, Mainz, 2004; Westphal, S., “Reformatorische Bildungskonzepte für Mäd-
chen und Frauen-Theorie und Praxis”, Kleinau und Opitz （Hrsg.）, Geschichte der Mädchen- und Frauenbildung, Bd. 
1, S. 135-151. 邦語での詳細な研究史については、櫻井美幸「宗教改革期における女子教育の理念と実践－
プロテスタントとカトリックの比較を中心に―」森田安一編著『ヨーロッパ宗教改革の連携と断絶』教文
館、2009 年、271～288 頁（以下、女子教育の理念と実践と略記）参照。
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央公論社、1969 年、168 頁。
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wordener pädagogischer Schriften des 16. und 17. Jahrhunderts, Leipzig, 1879-86, Nachdruck, 1973 , S. 15 ff.（以下、
“Ratherrn” と略記）
 5　 J. Papy,“Juan Luis Vives （1492-1540） on the Education of Women: An Investigation into his Medieval and 
Spanisch Sources”, Paedagogica Historica, 31. 1995, p. 739 f.






























 7　 Stricker, Frauenbildung, S. 7 f.
 8　 Musculus, A., Jungfrawschule, Frankhurt a. d. Oder, 1574.（以下、“Jungfrawschule” と略記）現在では、ライプ
ツィヒ大学の図書館に 1 冊のみ所蔵されている。
 9　 Grosse, H., Ein Mädchenschul- Lehrplan aus dem 16. Jahrhundert: Andr. Musculus’ „Jungfraw Schule“ vom Jahre 1574, 
Langensalza, 1904.（以下、Mädchenschul-Lehrplan と略記）; Conrad, A.,“Jungfraw Schule und Christenlehre.: Lu-
therische und katholische Elementar Bildung für Mädchen”, Kleinau und Opitz （Hrsg.）, Geschichte der Mädchen- und 









　ブランデンブルクの教会巡察は、1540 年から 1600 年まで 5 期に渡って実施された12。この巡察は
ルターの要請によって行われたザクセン選帝侯領の教会巡察を範にしている。第 1 期の巡察は、ブ
ランデンブルク選帝侯ヨアヒム 2 世が「1540 年教会規定」（Kirchenordnung von 1540）を作成させ
た後、この規定に基づき領内全域で行われた。1551 および 1558 年に第 1 期の補足として第 2・3 期
の教会巡察が行われる。その後ヨアヒム 2 世を継いだヨハン・ゲオルクが新たに「1572 年新教会規
定（Kirchenordnung von 1572）」と「1573 年教会巡察・宗務局規定（Visitations- und Consistorialord-











10　 Spieker, C., Lebensgeschichte des Andreas Musculus, General-Superintendent… zu Frankfurt an der Oder, Frankfurt 
a. d. Oder, 1858.
11　 ウルムについては、岩倉依子「16 世紀前半ウルム領邦による教会巡察と宗派統一（1）」『敬和学園大学研究






ルク選定侯領における信仰統一化―教会巡察を中心に―」『西洋史学』171 号、1993 年、18～34 頁。教会巡
察記録の史料については、Sehling. E., （Hrsg.）, Die Evangelischen Kirchenordnungen des XVI Jahrhunderts, Bd.3, 
Leipzig, 1909, を使用する。




nung der Jungfrawschul in der Marck Brandenburg）」、「キリスト教信仰の最も重要な主要条項につい
ての格言集（Sprüche von den Fürnembsten Heupt-Artickeln der Christlichen Religion）」、「毎日曜日
に用いる福音書と使徒行伝からの格言集（Sprüche aus allen Sonntags Evangelien vnd Episteln）」、




























14　 Grosse, Mädchenschul-Lehrplan, S. 15.












リンとケルン両市の名誉ある高貴な市長、市参事会員の御方々に（den Erbarn Vnd Hochweisen 






















18　 Sehling, Kirschenordnungen, S. 166.
19　 Conrad,“Christenlehre” , S. 180. 












要な時があったとしても、最初は「良き言葉で（mit guten worten）」、ただ「愛の力（virtutis 
amore）」でもって諭すべきである。時に当局は、厳しい罰の脅しによって子供達を悪弊から遠ざ
けようとするが、恐れさせるだけでは悪弊から逃れさせることはできない。例えば「死刑執行人が
棒と剣、水、火によって従順にして従わせようとするように（Hencker from vnd verbeut ihnen 















21　 Sehling の史料では、1572 年規定の多くが 1540 年規定と同内容であるとして省略されている。しかし 1540
年規定の「学校について」の項ですべての都市と農村に設立すべし、とあるのは男子学校のことである。
22　 Musculus, Jungfrawschule, fol. Aviiir. f.
23　 Ebd., fol. Aiiir. f.
24　 Ebd., fol. Ail.
25　 Conrad,“Christenlehre”, S. 181. 1591 年のゲッティンゲン市の女学校規定では、まず優しい言葉で諭し、効果
がない場合は鞭を見せて脅しをかけ、それでも改善しない場合には鞭の使用を認めるとした。
26　 Musculus, Jungfrawschule, fol. Avl.

































28　 例えば、1610 年のナウムブルク。Stricker, Frauenbilding, S. 16ff.
29　 Musculus, Jungfrawschule, fol, Biir.
30　 Ebd., fol, Biir. ff.
31　 Ebd., fol, Bivr. 
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32　 Ebd., fol, Bivr. f.
33　 Ebd., fol, Bivl.


































35　 Grosse, Mädchenschul-Lehrplan, S. 8.
36　 Ebd., S. 9.
37　 Ebd., S. 9. Es ist darauf zu achten, dafs der Ehrtrieb nicht in Streit und Feindschaft ausartet.
38　 Conrad,“Christenlehre” , S. 179.
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ズム（1625 年）から―」『史艸』50 号、2009 年、64 頁。（以下、「カトリック公教要理」と略記）
































「ルターの小教理問答書」と ABC 本だけであった46 が、ムスクルスは、自身が聖書やルターの著作
から抜粋して作ったテキストも複数加えている。彼の使用テキストは宗教書に限られており、その
45　 Conrad, “Christenlehre”, S. 180.










り以前の 1532 年のヴィッテンベルク市47、1543 年のブラウンシュヴァイク市の女学校規定48 にお
いてもクラス分けに関する内容はない。しかし、1593 年のゲッティンゲン市では読解の習熟度別
に 2 クラス49、1610 年のナウムブルク市の女学校規定では年齢と習熟度別に 3 クラスに分けて学ば
せる上に、クラス別に異なるカリキュラムが書かれているのである50。1 日の授業時間については、

















47　 Srticker, Frauenbildung, S.7 f.
48　 Ebd., S. 9 ff.
49　 Conrad,“Christenlehre”, S. 181.
50　 Stricker, Frauenbildung, S. 16.
51　 櫻井美幸、女子教育の理念と実践、281～282 頁。
52　 1555 年にイエズス会士ペトルス・カニシウスが高等学校用にラテン語で書いた『全キリスト教教理』を、
翌年抜粋し、文章を簡略化して出版されたものが『小公教要理』である。櫻井美幸、カトリック公教要理、
67 頁。

